
平成２２年 ９ 月 ６ 日発行宮城県・気仙沼市

大島かけはし
（ 第 １７ 号 ）

「大島かけはし」は，地域住民の皆様へ大島架橋事業に関する情報をお伝えするものです。

大島架橋事業は，今年度，来年度の事業化に向けた県の大規模事業評価を

受けます。加えて，測量，調査及び設計を進めています。

～第１回「気仙沼大島振興推進会議」が開催されました～

昨年度までに，計４回にわたり行われた「気仙沼大島振興と架橋を考える懇談会」において

まとめられた，期待されることは最大限に，危惧されることは最小限にするための２７項目の

課題の対応策を検討していく 「気仙沼大島振興推進会議」が下記のとおり開催されました。，

今回の会議では，委員となる１２名（委員名簿参照）に委嘱状が，菅原気仙沼市長より手渡

され，先の「気仙沼大島振興と架橋を考える懇談会」で実行委員長を務められた，菅原昭彦氏

が委員長に選出されました。

今後は，それぞれの課題に対する専門部会が設置され，具体的な対応策を官民一体となって

検討していくこととなります。

記

日 時 平成２２年８月１０日（水） 午後３時～午後４時まで

場 所 気仙沼中央公民館２階研修室

主な内容 １ 開 会

２ 委嘱状交付

３ 挨 拶：気仙沼市長

４ 委 員 紹 介：委員名簿のとおり

５ 議 事： １）委員長，副委員長の選出（

（２）経過説明

（３）専門部会の設置について

（４）スケジュ－ルについて

６ 閉 会

気仙沼市長あいさつ 委嘱状の交付



○主な意見

①振興策など提案された意見を，どこが主体となって取り組んでいくのか？

， 。→今後具体的に どのようにして課題に取り組んでいくのかを検討するのが専門部会である

②資金がないと取り組めない課題もあると思うが，予算の配慮等あるのか？

→専門部会が具体的な取組みを構築していく中で，それぞれの組織が予算措置することも出

てくると思われる。

③鹿折地区の委員が加わっていないようだが？

→大島地区の課題と捉えたため、鹿折地区は入れていない。

④産業振興部会に 「浦の浜商店会」も入れるべきではないか？，

→了解した。

大島架橋についての「お問合せ」は こちらまで

宮城県気仙沼土木事務所 道路建設班
〒988-0034 宮城県気仙沼市朝日町１番１号

TEL.0226-24-2546(直通) E-mail:ksdbk@pref.miyagi.jp

気仙沼市 建設部 三陸道・大島架橋・唐桑最短道・本吉バイパス整備促進課
〒988-8501 宮城県気仙沼市八日町一丁目１番１号

TEL.0226-22-6600(内線567) E-mail:project@city.kesennuma.lg.jp

　　区　　分 氏　　名 所　　属　　等 備　　　考

NPOスローフード気仙沼　理事長

気仙沼商工会議所　副会頭

㈱男山酒造　代表取締役社長

河北新報社気仙沼総局長

三陸河北新報社　気仙沼支店長

3 各団体 白幡　雄児 大島地区振興協議会会長

大島地区振興協議会副会長

大島地区自治会連絡協議会会長

崎浜美和会会長

大島地区振興協議会副会長

大島婦人会会長

6 各団体 白幡　昇一 大島観光協会会長

宮城県気仙沼地方振興事務所

地方振興部長

9 県・市職員 大和田　一彦 気仙沼市総務部長

11 県・市職員 熊谷　秀一 気仙沼市産業部長

12 県・市職員 小野寺　伸 気仙沼市建設部長

大島振興と架橋を考える懇談会
実行委員会委員

10 気仙沼市企画部長熊谷　直惠県・市職員

菅原　昭彦
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大島振興と架橋を考える懇談会
実行委員会委員

土生　道 宮城県気仙沼土木事務所長

気仙沼大島振興推進会議委員　　名簿

大島振興と架橋を考える懇談会
実行委員会委員長

大島振興と架橋を考える懇談会
実行委員会委員

菊池　道治

伊東　卓夫

小野寺　正子
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佐々木　眞弥
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